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大阪市北区天満橋1-8-75　TEL 050-3160-6763

http://www.rinya.maff.go.jp/kinki/

近畿中国森林管理局

フォレスト・ニュース森のひろば NO.1123
令和元年9月号
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シリーズ　『国有林 最前線！』シリーズ　『国有林 最前線！』
～「森の魅力や森林の大切さなど」を体感いただくイベントの～「森の魅力や森林の大切さなど」を体感いただくイベントの実践～
　　　　　　　　　　　　　　　　　森林整備部　箕面森林ふれあい推進センター森林整備部　箕面森林ふれあい推進センター
箕面森林ふれあい推進センターでは、地方公共団体や教育機関等の地域関係者等と連携し、箕

み の お

面国
有林（大阪府箕面市）をフィールドに、都市住民に対し、森林空間を利用した森林とのふれあいの場
を提供しています。
今回は、これら取り組みの一環である「森林ふれあい推進事業」について御紹介いたします。
森林ふれあい推進事業とは、広く一般の方に森林に触れ合いながら「森の魅力や森林の大切さ」を

体感いただくイベントを企画し、協定により実践いただくボランティア団体等を募集し、協定締結後、
箕面森林ふれあい推進センターと共催で、国有林のフィールドを活用したイベントを行う業務です。
今年度は、NPO法人みのお山

さんろく

麓保全委員会と連携した「みのお森のセラピー」やNPOクワガタ探
検隊と連携した「カブトムシ里親まつり（飼

しいくへん

育編・放
ほう

虫
ちゅうへん

編）」のイベントを実施しました。
　5月 19 日（日）、10 月 20 日（日）、11 月 10 日（日）に実施した「みのお森のセラピー」では、公
募により 28 名の方々に御参加いただき、「セラピーアシスター」と呼ばれるイベントガイドの案内の
下、鳥の声や川のせせらぎを聞きながら、国有林の中での瞑

めいそう

想体験、自然観察やハンモックに揺られ
心地よい眠りの体験など、都会にはない「癒

いや

しの空間」を満
まんきつ

喫していただきました。
　参加者からは、「森歩きの楽しみ方を学ぶことができた」、「森の空気、鳥の声、風の音を感じ、癒

いや

しの時間を過ごすことができた」などの感想をいただきました。
「カブトムシ里親まつり」は、7月 7日（日）に「飼育編」、10 月 6日（日）に「放虫編」を実施し
ました。
「飼育編」では公募した 15 家族 37 名の方々に、自然観察を通じて、森林や動植物と人とのつなが
りや大切さを学んでいただきました。また、NPOクワガタ探検隊で飼育された雄雌の地元産のカブト
ムシの成虫を参加者に託し、それぞれの自宅で夏の間飼育を行っていただきました。「放虫編」では、
各家族で飼育したカブトムシの幼虫を、箕面国有林に設置された昆虫ベッドに返す、飼育から放虫ま
での一連の体験を通して「命の尊さとつながり」を考えるイベントを実施しました。
参加者には、両日を通じ、四季折々の自然や動植物の観察や生命の尊さなどを実感していただき、

豊かな心を育む機会となりました。
参加いただいた方からは、「小さなこどもに自然とのふれあいの時間を作れて良かった」、「一連の

飼育を通じて四季を感じたり、命の大切さを実感できた」、「今後もこのような貴重な活動を続けてく
ださい」などの感想をいただきました。

箕面森林ふれあい推進センターでは、今後も国有林のフィールドを活用し、体感・体験できるイベ
ントを通じて、森林の大切さや魅力、自然と人とのつながりを感じていただけるイベントの開催に向
けて取り組んでまいります。

森のセラピー　　　　　
（ハンモック体験）

森のセラピー　　　　
（自然散策）

カブトムシ里親まつり
（飼育編）

カブトムシ里親まつり
（放虫編）
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【総務企画部 企画調整課】
　林野庁では、多くの道府県庁や市町村役場と職員出向を

通じた人事交流を行っています。

　令和2年1月24日（金）、近畿中国森林管理局の大会議

室で管内地方自治体出向者会議を開催して、自治体出向者

13名のうち８名（京都府、鳥取県、島根県、広島県、山口県、

大阪府千早赤阪村、奈良県十津川村、鳥取県八頭町）が参

加し、林野庁及び

近畿中国森林管理

局との情報交換を

行いました。

　会議では、出向

者から各自治体の

森林・林業・木材

産業の現状、林業大学校の新たな開校、航空レーザー測量

などのスマート林業、地域産木材の住宅利用への支援など

の取組について紹介があり、林業の担い手減少や林業の低

コスト化・省力化など様々な地域課題を抱える中で、多岐

にわたった工夫をされている様子がうかがえました。また、

昨年４月から始まった森林経営管理制度や森林環境譲与税

の取組状況について報告がありました。

　続いて、林野庁から、森

林環境譲与税の増額に関す

る情報提供や各自治体での

活用事例、商業施設での木

材利用事例など最近の動き

の情報提供がありました。

　当局からも、出向者から事

前に関心が寄せられていたセンダンやコウヨウザンといっ

た早生樹造林の取組などの紹介を行いました。

　意見交換では、出向者から、継続した森林経営管理制度

の先進事例の紹介や、国有林で行われた低コスト再造林や

森林整備に関する情報提供などを要望する声がありました。

　引き続き、各自治体と様々な機会を通じて情報交換を行

い、森林整備の推進と林業・木材産業の発展に向けて、連

携を図ってまいります。

【箕面森林ふれあい推進センター】
　令和２年２月16日（日）、公益社団法人国土緑化推進機構

（主催）、近畿中国森林管理局及び公益財団法人大阪みどりの

トラスト協会（共催）で、「森林環境教育・森林ESD」「緑の

少年団」推進全国セミナーｉｎ大阪が、近畿中国森林管理局

大会議室で開催され箕面ふれあい推進センターが事例報告を

行いました。

　セミナーでは、基調講演として京都教育大学の山下 宏文（ひ

ろぶみ）教授から「新学習指導要領における森林ESDの意義・

可能性」の講演があり、概要報告として（公社）国土緑化推

進機構の木俣 知大（ともひろ）政策企画部課長から、「新学

習指導要領に対応した「森林ESD」の提案～新教科書におけ

る森林・林業等の記載内容等の紹介～」の報告がありました。

　その後、４つの事例報告がありました。

①「幅広い学校への出前授業・指導者養成・活動支援の仕組

み」（みえ森づくりサポートセンター） 

②「青少年教育施設における教科等と連動した森林ESDの

受入体制整備」（立曽爾（そに））青少年自然の家）

③「免許更新研修と連動した教員向け研修計画事例」

（大阪教育大学と（公財）大阪みどりのトラスト協会） 

　最後に、箕面森林ふれあい推進センター 倉石 博 自然再生

指導官から、「森林環境教育教員研修について」と題して、

平成１６年度から全国に先駆けて実施している教員研修の事

例報告をしました。

　質疑応答・ディスカッションの時間では、発達段階に応

じた森林ESDについての質問があり、体験学習、調べ学習、

問題解決学習の単独学習だけではなく、複合的な学習も必要

との回答がありました。また、当センターで実施した森林環

境教育教員受講後の教員への追跡調査の必要性について意見

がありました。

事例報告する倉石自然再生指導官

地方自治体出向者の方々

会議の様子
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